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を増加 す る 工 夫 も行 はれ て ゐ る の で ，燻蒸 天 森 は一

両年 の 間 に飛躍 的 な逕歩をす る と思ふ ，術．塩化 ビ

ニ ール 製天幕 を使用 す る と瓦斯漏洩が ない か ら燻蒸

絡 了時に も琵類濃度 が 高 い ．故 に 瓦斯 を 級 は ぬ搬注

意 し な け れ ばな らない ・

虫 Vo！．20　Nos．3 ・4

た パ ー トか らの 移動 に よつ て 維持 され 5 るこ とを示

す と考 え られ る．なほ ， こ の 実験 で最初 に健和 に達

す る野三は 蠱下 （1950）の 第 II型，移動を 受ける獎

は，同 じ く第 111型 に 属する．

ダ イ ズ ア プ ラ の 増殖 と移動に 関す る研究

　　 第 1 報 増殖の 2型に つ い て

　　 第 2 報　株か ら株 へ の 移動

伊　藤　嘉　昭
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　野外で の 昆虫 の 増 殖機構は ，空間 と食物 量に 制約

され た 室内実験の それ と1零相 当 こ となつ て い る 乏考

え られ る．こ の 報告は ，そ うゆ ろ意昧 で 1950，’51

両年 に お こ なつ た 実験 の 結果で あ る．

　1．増 殖の 2 型 に つ い C ： グ イ ズ （香川 13 号 ）

を 1 株 ず つ ポ ッ ト植 に し ，その 上 で 接種し た ダ イ ズ

ア ブ ラ の 個体群増殖を葉位別 にtwえtc．そ の 結 果 ，

ダ ィ ズ ア ブ ラ は個体群密度 が 低い 5 ち は 若い
‘‘

心

ee　tt に の み つ くが，心葉 で 飽和 に 達 す る と，い ま ま

で っ か なか つ た 古 い 葉 えの
一

斉 の 移動が起 り，そ れ

に ょ つ て平衡 を維持 す る．そ の 後それ ぞれの葉で 個

体群増殖は 平衡に 達 し，株 全 体 の 平衡密度 が あ らわ

れ 6・’株 か ら株 へ の 移動 ： 上記 の 株全体 の 平衡状態

は ア ブ ラ ム シ の 株か ら外 へ の 移動 に よつ て 維持 され

るの で あろ 弓 と考 えた．そ こ で今年は 5 （6）本 の

ダ イズ を木罹内lt　5え て 増殖を株 ，及び葉位別 に し

らべ た ．そ の 結果，初 め に 接種 した株に お い て 心葉
』

が 鵬 に な る と ， 古葉へ の 移動 が お こ るま え に他の

株 の 心葉 へ の 一斉移動が お こ つ た ．罹内の 全 部 の 珠

で 心葉が飽和 に達 した の ち ， 初 め て 古葉へ の 移動が

始つ た．

　．以上 の 結果 は ， 個体群密度 の 平衡が，飽和 に 達 し

t
詳細は 生理 生態 5 巻 1，2号 に 発表 の 予定

t ＊

詳細 は 別 に発表す る

人 工増 養基に よ る ヨ トウ ム シ 飼育の 可能性

酒 井 清 六 ・小 島 建
・一

Seiroku　SAKA1 ＆ Ken’ichi　 Koz 且MA ：　The

pessibility　o正 the　rearing 　method 　 of　the　cab ・

bage 　armyworm ，　Barthra　brassicae，　by　artifi ・

cia量 media ．

　ア ワ ノ メ イ ガ
，

二 化螟虫 の 人 工 培養 に 刺戦 され、

Bioassayの 必要性 か ら，　 Polyphagous 鱗翅類 に は

人工 培 養 が 可 能 と考 え，ヨ ト ゥ ム シ ，モ ソ シ ロ ァ フ

の 人 工 培養を試 み た 結果，無菌的 に 珂賦 り 5 齢虫 を

得 ，
2 齢虫 よ り飼育 し た もの は蛹化 した ヨ ト ウ ム シ

をzatc．培蓋基 の 製法 並び に 卵 の 殺 菌 et石 井 法

（195e）に 準 じた ．数種の 培養莖 の 5ち ， 良 好 な結果
・

を得 た処方は次の 様 で あ る．

水 80，。 ； 寒天 5．09 ； C ・ll・1… （濾紙微細片）

3．O　g ； Glucose　2．O　g ； 砂糠 3．O　g ； Casein　3．0　g ；

PePton　2・59 ；　燈 由　0．2g ； Cholestero102 　g ；

Cholifie．　Chleride　O，1　g； 酉孝母 5ズ）g ； 無機質 O．2　g

（K〈H2PO41g ； CaSO41g ：　INaHPO40 ．5 葺 KNO3

0．5g ； MgSO41g ； FeC131g よ り調成）； leaf

factor　（キ ャ ペ ツ 夊 は ア カ ザ ）　15．O　g ； Butoben

（para・oxybenzoic 　acid 　butyl　ester ）0．2g ： な 壱まモ

y シ ロ テ フ の 培養は不成功 で あつ た．2 化期 ヨ ．トウ

ム シ の 殺菌は コ 淋 殺菌を行い ，100
°C

，
30 分間 で ・

3 日間連続殺菌 した．小麦葉 を培地に入れた 1 化期

の 飼育結果 に つ い て 野外 よ り採集 した 2 齢卑は：30

H 目に 蛹化 した が 羽化出来ず，又 1個体は 幼虫態で

44 日生 存 した、キ ヤ ベ ッ を ！eaf 　factor と した 培地

の場合卵を殺菌 しな い もの は何れ も 20 日以前 に死

滅し，殺菌 した もの は 20 日以上生存 し た が ，推定．5

令以上にな らなか つ た ．ア カ ザを leaf　facter と し

た 時 ， 39 日生存 し た もの もあ る．大体 の 体長 と生存

期間と の 関係で は，1 化 期 の 体長で は ，
2 齢 15 日

位まで ，．自然の 飼育結果 と差異がない が，それ以後

＿ ．84 一
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明瞭に差を 生 じた．目下継続中 の 2 化期の 培張基 で

は Elに 自然 の もの と 3 日 目に 差を生 じ， 5 日以後 は

顕署な差を 生 じた．Choline　Chloride の ない 処方や

Butoben の 多い 処方は 他 の 処方 に劣つ た．又 leaf

factOr の 添加 して あ る もの とな い もの とに は 殆 ん ど

差が 認 め られ なかつ た．2 化期 の 人工 培養とシ ャ レ

ー培 餐 との 死 亡率で は，大 きな差異 は 認め られなか

つ た が ，何れ も高い 死 亡 率 で （10 日 目 70％ 程度）・

B 。 t。ben 含量 の 多 い 培養基ほ最も死 亡 率が 高 か つ

た．1 化期 の 培養基 で は 接種後，コ ル ペ ソ を蓮 に し，

そ の 底 の 培地 を 上 方 に す る と摂食が良 かつ た．体長

25mm 稚 度 に な つ た 個体で も，腹部第 4 環颪口附近

で iEl殻を持ち半脱皮 の 状態の もの も多く見られ ， そ

れ らの 個体 は 2，3 日後，下腹部が軟化 し て 死亡 し

た．結ra　1 化期 ヨ ト ウ ム シ の 人工 培養の 可能性は 5

齢期 ま で は 飼育出来 る こ とが 窮わ れ た．

Leg 　jerk法 に よる毒物の 機械曲線及び

　　　簡易な機械描写装置 （予報）

虫 （37 ）

れ だ けの 率で 頚 度 が 多 か つ た か ）； 3 平均週期率

（渡 か ら波 まで の 時間 で ， 正常週期で 処理後 の 週期を

除い た 値）； 4 逗 続 度 （正 常波 の 振幅 の 半分 よ り大

き な 波が平均 に 於い て 幾 つ 速続 し て 現 わ れ る か の

値 ）15 ．連続度 の 回数 ； 6，at　index （脳波の δ inde文

に 凖 じ， 1脚引力指数 を 2 倍 し．，それ に 翫 作朋 後 の 記

録時間 （分 ）を加 えた 値 加 ら時間 を 3 恬 した 値 を減

じた 値 ）を 測 定 した ．

　そ の 結果，大観 して 次 の 4 群 に 大別出来た．

1．痙攣 的 作 用群 1．連続性 弱 振幅
一Pyrethrin ，　Alle−

thrin． 2．非連続性振幅一〇 PtDDT
．
　Rotenone．

II．強振幅性遮効群 3．賦 活tlk］
−

T・BHC ，　Bis− anhy ・

d 【ide．4．抑 圧 的
一TEPP

，
　Systox．

II工．急性痳癒群一5．　 PP’DDT ．

lV．非 特 異 1生毒 作用 群　6，持 続的痙攣性 強振幅一

PiperonyL　butoxide，　Parathion． 7．慢性弱振幅
一

Safrol，　Aldrin，　 Dieldrin．8，慢性刺戟
一Cblordane

に 大別 した ，こ 2Lら の 名称 は 便宜 的 な 仮称 で あ る．

な ほ 今後 は Synergist，　An ヒ昭 onist とを組合せ て 研

究 し た い ．

酒　井　清　六

　SeirQkロ　SAKA 【：　 The　 mechanogra7n 　 of

poisons　on 　the　leg　jerk　activity 　of　the

German 　 cockroach 　aΩd　two 　simple 　instruments

fo【 r己cordi 隠g　the　locomotor　activity 　 of 　 insect3．

　　　　　（Preliminary　report ）

　浸濱 法噴霧法の 称 な落下 率や 死 亡 率に 反 応 の 規準

を置 く方法は ともすれば ， 反応規準に 個人差が 介 入

し易い ，そ こ で 機械曲線に よ る評 価 を吟味 した．

Htitzel（1942）法を 吟味 した が ，　leg　jerk法 の 外は

好結果 が 得 られなか っ た の で ，
squirrel 　 cage 　 meth −

od を改良 し，車の 外側を走 らせ る様 に 変え た ．夊

円型 の 3cm 走行路 （外径 18．7　cm ， 内匡 15，7　cロ1）

を作り，こ れ に電気の 回 路 を導い て 電磁気的に移動

を 記録出来 る装置 を作 つ t ．Leg　jerk法 は Hutzd

（19tk2）に 従 い ，正 常曲線 と 前胸背塗布の 毒物処 理

後 の 曲線を比較した ．こ れ ら は時間 に 伴 5累積値 の

正 常に 対す る処理曲線 の 指数 で比較し，時間 と脚引

力及び そ の 頻 度の 累積値 との 関係は大 略指数凾数 で

表現出来た．曲線分析は 脳彼分析 の 方法を導入 L ，

15 の 毒物 に つ い て ，1．α
一iridex， 2 毒作用後 の 平均

頻度率 （1 分間に つ い て ， 正常の 頻度 に比較 し．ど

ブ ナ の 蟲痩に 就い て

辻　 田　満　広

　 Mitsuhiro　 TsUJITA ： Galls　 found　 on ・Fagus

crena ヒa　B1血me ．

　ブ ナ の 葉に に，多種 の 蟲瘻が 見 られ るP：，；　．筆者は

今 日迄次の 5．種 を 観察 し た．

Ph ・g ・ myia 　t・kunag ・i　Tsujit・　et　1〈6yar・a．体

長 3．5−4 皿 n ： 帶燈赤色．頭部及び複眼 は 黒色．触

角は 18 環節 よ りな り， 第 1 ・2 両節は椄合す る．

雄 で は末端 円錐形環節以外は 略 円筒形 ， 剛毛 を 2輪

層 に 配列 し，上部輪生毛 は一層長大，多数 の 微毛 と

小円孔を密 生 す る．柄部 の 長 さ は，笛 3節 で に節の

lf6．第 7−13 節 で は 1！2，他は 1／3−1／4 で あ る．雌

は無柄，基部の 7節は円筒形 ， 末端 8 節 は 球形で 珠

数状に 連 る．鬚は 4 節，剛毛 を粗生 し，第 1 節最

短，第 4 節 は第 2 節 の 約 2 倍長．胸背は暗褐色，

小楯板は 淡褐色，多数 の 短毛 を密 生 す る．翅は透明．

微毛 を密生 し，翅脉は淡黄色．前縁脉 は 毛を鱗 と共

に生 じ，第 3脉は真直で ， 先端少 し く曲り翅頂 に逮

一 ・．85 一
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